
伝統コース 

カルチャーコース〈B〉 

カルチャーコース〈A〉 

姫
新
線
 

因
美
線 

津山 

中国勝山 

米
子
自
動
車
道 

のとろ温泉 
天空の湯 

人形峠かがくの森プラザ 

クアガーデン 
このか 

樫西和紙工房 

まきばの館 

道の駅久米の里 

岡山トヨタ 
真庭店 

岡山トヨタ 
津山店 岡山トヨタ 

東津山店 

岡山トヨタ 
U-Car東津山 

鎮守の森 
もうもう工房レストラン 

なぎビカリア 
ミュージアム 

冒険の森 

LITOFUN ITALIANO

落合JCT

北
房
Ｊ
Ｃ
Ｔ 

湯原IC

←至米子 

久世IC

落合IC

湯原温泉 

奥津温泉 

湯郷温泉 

院庄IC

津山IC

津
山
線 

美作IC

作東IC

中国自動車道 

姫新線 
津
山 

勝
山 
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2
0
0
5
年
で
生
誕
50
周
年
を
迎
え
た「
ク

ラ
ウ
ン
」に
乗
っ
て
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
の
快
適

ド
ラ
イ
ブ
に
出
発
。
窓
を
開
け
て
走
る
と
、
爽

や
か
な
風
が
頬
に
あ
た
り
心
地
よ
い
。
国
道
53

号
を
走
り
津
山
駅
前
か
ら
吉
井
川
に
か
か
る

今
津
屋
橋
を
渡
っ
て
津
山
中
心
部
に
入
り
、県

道
3
9
4
号
を
北
上
す
る
と
す
ぐ
、右
側
に
立

派
な
石
垣
が
見
え
て
く
る
。
最
初
の
目
的
地
、

「
鶴
山
公
園
」に
到
着
だ
。

ク
ラ
ウ
ン
・
ポ
ル
テ
ド
ラ
イ
ブ
紀
行

春
の
風
に
さ
そ
わ
れ
て

伝
統
の
息
付
く
県
北
の
城
下
町
を

「
ク
ラ
ウ
ン
」で
ゆ
っ
た
り
ド
ラ
イ
ブ
。

備
中
櫓
が
新
し
い
城
跡
を
散
策

「
鶴
山
公
園
」は
江
戸
時
代
初
期
に
初
代
藩
主

森
忠
政
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
津
山
城
跡
地
を

整
備
し
た
公
園
。
約
5
0
0
0
本
の
桜
が
植

え
ら
れ
て
お
り
、県
内
随
一
の
桜
の
名
所
と
し

て
も
名
高
い
。
さ
っ
そ
く
、
石
垣
下
の
駐
車
場

に
車
を
置
い
て
、
表
門
を
く
ぐ
り
、
石
段
を
上

が
る
。二
ノ
丸
跡
付
近
に
あ
る
津
山
市
内
を
一

望
で
き
る
ベ
ン
チ
で
休
憩
し
つ
つ
、天
守
閣
跡
を

津
山
か
ら
勝
山
へ
。
今
な
お
、
城
下
町
の
面
影
を
残
す
ク
ラ
シ
カ
ル
な
二
つ
の
町
を
訪
ね
て
み
よ
う
。

春
の
う
ら
ら
か
な
陽
射
し
の
な
か
、
一
日
か
け
て
じ
っ
く
り
と
伝
統
や
歴
史
に
浸
っ
て
み
た
い
。

目
指
す
。
津
山
城

は
明
治
時
代
の
廃

藩
置
県
で
、
主
な

建
物
は
取
り
壊
し

に
な
っ
た
が
、
築
城

4
0
0
年
の
記
念

事
業
と
し
て
、天
守

閣
跡
の
南
側
に
あ

っ
た
備
中
櫓
が
復

元
さ
れ
2
0
0
5

年
3
月
に
完
成
し

た
ば
か
り
。
こ
の
櫓

は
天
守
閣
に
次
い

で
重
要
な
建
物
だ
っ
た
ら
し
い
。
真
新
し
い
櫓

は
、土
壁
の
白
さ
が
と
て
も
美
し
い
。

●
鶴
山
公
園

0
8
6
8-

22-

4
5
7
2
／
津
山
市
山
下
1
3
5
／

8
時
40
分
〜
19
時（
10
〜
3
月
は
〜
17
時
）／
12
月

29
・
30
日
休
／
入
園
料
2
1
0
円

伝
統
コ
ー
ス

今
回
は
岡
山
ト
ヨ
タ
６０
周
年
に
ち
な
ん
で

「
伝
統
と
歴
史
」「
次
代
に
伝
え
る
文
化
」
を
テ
ー
マ
に

ク
ラ
ウ
ン
と
ポ
ル
テ
で
県
北
エ
リ
ア
を
訪
ね
ま
し
た
。

13年の年月をかけて築かれた
壮大な平山城の名残を

今に伝える
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ク
ラ
ウ
ン
・
ポ
ル
テ
ド
ラ
イ
ブ
紀
行

広大な敷地に四季折々の花が楽しめる
庭園。春は、4月下旬から5月のＧＷ頃
は約3000株のボタン、6月中旬から7月
中旬頃は約50万株のハナショウブや1
万株のアジサイが見事に咲く。詳しい
開花情報を電話（0120-8787-76）で確
認してから出かけよう。
0867-27-9800／美咲町北2822／9時
～17時／無休（開園期間は4月上旬～
11月上旬）／入園料500円（花の開花
時期以外は無料開放、要問い合わせ）

大
名
庭
園
で
京
の
雅
を
感
じ
る

郷
土
博
物
館
を
後
に
し
て
、ま
っ
す
ぐ
北
上

し
、
津
山
の
も
う
一
つ
の
名
所「
衆
楽
園
」へ
向

か
う
。
国
の
名
勝
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
の

公
園
は
、藩
主
が
京
都
か
ら
庭
師
を
招
い
て
造

っ
た
と
い
う
だ
け
あ
り
、
計
算
さ
れ
た
優
雅
な

佇
ま
い
。
中
国
山
地
を
借
景
と
し
、ス
ケ
ー
ル
も

大
き
い
。
水
鳥
が
遊
ぶ
池
の
周
り
を
歩
い
て
い

る
と
、思
わ
ず
句
で
も
詠
み
た
く
な
る
。

●
衆
楽
園

0
8
6
8-
23-
6
5
0
7
／
津
山
市
山
北
6
2
8
／

7
時
〜
20
時（
11
〜
3
月
は
〜
17
時
）／
無
休
／

入
園
無
料

美
作
の
歴
史
を
学
ぶ

こ
の
地
方
の
歴
史
に
興
味
が
わ
き
、近
く
に

あ
る「
津
山
郷
土
博
物
館
」ま
で
足
の
ば
し
て

み
る
。
旧
市
役
所
を
利
用
し
た
洋
風
石
造
り

の
博
物
館
で
は
、地
質
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の

美
作
地
方
の
歩
み
を
順
番
に
紹
介
し
て
い
る
。

な
か
で
も
、パ
レ
オ
パ
ラ
ド
キ
シ
ア
の
模
型
や
津

山
城
の
緻
密
な
復
元
模
型
は
迫
力
が
あ
り
、

興
味
深
い
。

●
津
山
郷
土
博
物
館

0
8
6
8-

22-

4
5
6
7
／
津
山
市
山
下
92
／
9
時

〜
16
時
30
分
／
月
曜
休（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）／

入
館
料
2
1
0
円

その他おすすめ
立ち寄りスポット

江戸時代の絵図や古写真を参考にして
創建当時の姿が忠実に再現された備中櫓

お
昼
は
津
山
の
名
寿
司
店
へ

そ
ろ
そ
ろ
お
腹
が
空
い
て
き
た
。
今

日
は
や
っ
ぱ
り
和
の
気
分
。城
北
通
り

沿
い
に
あ
る「
十
一
寿
司
」で
お
昼
に
す

る
こ
と
に
。
広
々
と
し
た
店
内
は
、明

る
く
入
り
や
す
い
雰
囲
気
。カ
ウ
ン
タ

ー
席
に
座
っ
て
、瀬
戸
内
海
と
日
本
海

の
新
鮮
な
魚
介
を
使
っ
た
特
上
寿
司

が
メ
イ
ン
の
ラ
ン
チ
を
い
た
だ
く
。
お

腹
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
ら
、西
寺
町
や
西

今
町
の
歴
史
的
な
建
物
の
並
ぶ
通
り

を
抜
け
、院
庄
I
C
へ
。

●
十
一
寿
司

0
8
6
8-

22-

1
1
2
3
／
津
山
市
北
町
7

-

1
／
11
時
〜
14
時
、
17
時
〜
21
時
30
分

（
L
O
）／
月
曜
休（
月
曜
が
11
日
の
場
合

は
営
業
）

明治時代の廃藩置県により、取り壊さ
れた勝山藩主三浦氏の御殿の一部を移
築した屋敷。門前に樹齢400年以上の
椎の木があることから、地元では「椎ノ
木御殿」と呼ばれ親しまれている。庭に
は約50種のツバキをはじめ、数種の花
が植えられ、6月中旬からはアジサイが
見頃となる。
0867-44-2647（真庭市企画振興部観
光課）／真庭市岡／9時30分～16時30
分／土･日曜、祝日のみ開館／入館無料

●あさひ花菖蒲園・牡丹園

15000平方メートルの敷地に
220種類のハナショウブが咲き誇る

●三浦邸

1982年に地元で発見されたパレオパラドキシアの模型

6月頃には池にヒツジグサの白い花が美しく咲く（衆楽園）

特上寿司のにぎりに天ぷら、炊き合わせ、
茶碗蒸しが付く「十一御膳」（3360円）

津
山 

津山市役所 

西今町 

西寺町 

R５３ 

R１７９ 

津山線・姫新線 

今津屋橋 
今井橋 

境橋 

吉井川 

中
国
自
動
車
道 

津山駅 
津山口

駅 

→
至
東
津
山 

↓至岡山 

衆
楽
園 

鶴山公園 
津山 
郷土博物館 

十一寿司 

衆楽園は他藩の使者と会う場所として使われたため
「御対面所」ともよばれた

板前さんとのカウンター越しの会話も楽しい
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ク
ラ
ウ
ン
・
ポ
ル
テ
ド
ラ
イ
ブ
紀
行

樫
西
の
手
す
き
和
紙
に
挑
戦

町
歩
き
を
楽
し
ん
だ
後
は
、
再
び「
ク
ラ
ウ

ン
」に
乗
っ
て
国
道
1
8
1
号
を
戻
り
、久
世
庁

舎
の
信
号
で
県
道
65
号
に
左
折
し
北
へ
。
清

流
余
川
が
流
れ
る
樫
西
で
は
、昔
か
ら
紙
の
原

料
と
な
る
ミ
ツ
マ
タ
の
栽
培
が
さ
か
ん
。
生
産

大
自
然
に
囲
ま
れ
た
露
天
風
呂
で
ほ
っ
こ
り

県
道
65
号
を
さ
ら

に
北
へ
走
る
と
、知
る

人
ぞ
知
る
穴
場
の
温

泉「
の
と
ろ
温
泉
天

空
の
湯
」が
あ
る
。
県

内
で
、も
っ
と
も
標
高

の
高
い
場
所
に
湧
く

温
泉
だ
。
地
元
の
檜

や
杉
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
館
内
は
、木
の

香
り
が
あ
ふ
れ
る
。自

慢
の
露
天
風
呂
は
中

国
山
地
の
山
々
が
目
の
前
に
広
が
り
開
放
感

た
っ
ぷ
り
。
湯
に
浸
か
っ
て
い
る
と
、じ
ん
わ
り

と
体
の
芯
か
ら
温
ま
っ
て
く
る
。

●
の
と
ろ
温
泉
天
空
の
湯

0
8
6
7-

57-

2
0
0
6
／
鏡
野
町
富
西
谷
2
0

9
1-

10
／
11
時
〜
19
時
30
分（
最
終
受
付
、
7
月

以
降
時
間
変
更
あ
り
）／
月
曜
休（
祝
日
の
場
合

は
翌
日
、
7
月
18
日
〜
8
月
末
は
無
休
）／
入
浴

料
5
0
0
円

量
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇
る
と
か
。そ

の
ミ
ツ
マ
タ
を
使
っ
た
手
す
き
和
紙
作
り
が
体

験
で
き
る
工
房
が
あ
る
ら
し
い
。
緑
深
く
な
っ

て
き
た
山
間
で
、そ
の
工
房
を
発
見
。い
ざ
体

験
！
紙
を
す
く
力
加
減
が
難
し
い
け
れ
ど
、先

生
に
助
け
て
も
ら
っ
て
な
か
な
か
い
い
感
じ
。
作

品
の
ハ
ガ
キ
は
こ
の
後
、
乾
燥
さ
せ
て
1
週
間

ほ
ど
で
送
っ
て
い
た
だ
け
る
。

●
樫
西
和
紙
工
房

0
8
6
7-

42-

4
8
7
4
／
真
庭
市
樫
西
1
6
8
9

／
9
時
〜
17
時
／
不
定
休
／
手
す
き
和
紙
体
験

9
0
0
円（
送
料
別
、
1
週
間
前
ま
で
の
予
約
制
）

宿
場
町
、
勝
山
で
町
歩
き

院
庄
I
C
か
ら
中
国
自
動
車
道
を
使
っ
て

一
気
に
西
へ
。
久
世
I
C
か
ら
ま
た
国
道
1
8

1
号
を
通
り
勝
山
へ
向
か
う
。
途
中
か
ら
合
流

し
た
旭
川
に
沿
っ
て
軽
快
に
進
む
。
中
国
勝
山

駅
か
ら
北
へ
広
が
る
勝
山
の
町
は
、か
つ
て
出

雲
街
道
の
宿
場
町
や
三
浦
氏
の
城
下
町
と
し

て
栄
え
た
名
残
を
色
濃
く
と
ど
め
る
。
当
時

の
上
級
武
士
の
屋
敷
が
唯
一
現
存
し
、
公
開

さ
れ
て
い
る「
武
家
屋
敷
館
」を
の
ぞ
き
、暖
簾

の
掛
か
る
商
家
が
続
く「
勝
山
町
並
み
保
存
地

区
」を
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
い
て
み
る
。
ど
っ
し
り
と
し

た
白
壁
や
な
ま
こ
壁
の
町
並
み
が
風
情
を
感

じ
さ
せ
る
。
鳴
門
橋
を
渡
っ
た
ほ
と
り
に
カ
フ

ェ「
て
ぁ
」を
見
つ
け
て
休
憩
。
こ
の
店
の
一
部

は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
い
て
、ア
ー
ト

作
品
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、お
茶
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
手
作
り
ケ
ー
キ
と
ド

リ
ン
ク
を
オ
ー
ダ
ー
し
て
ほ
っ
と
一
息
。

●
武
家
屋
敷
館

0
8
6
7-

44-

3
9
0
9
／
真
庭
市
勝
山

6
5
1
／
9
時
30
分
〜
16
時
30
分
／
年

末
年
始
休
／
入
館
料
2
0
0
円

●
C
A
F
É
て
ぁ

0
8
6
7-

44-

5
5
5
8
／
真
庭
市
三
田

51
／
11
時
30
分
〜
16
時
、
18
時
〜
21
時
30

分（
L
O
）／
木
曜
休

勝
山 

真庭市役所 
R３１３ 

R１８
１ 

姫
新
線
 

神橋 

中橋 

CAFE 
てぁ 
′ 

旭
川 

木
材
ふ
れ
あ
い
館 

中
国
勝
山
駅 

→
至
津
山 

←至新見 

武
家
屋
敷
館 区

地
存
保
み
並
町

津
山
か
ら
西
へ
、北
へ
と
走
っ
た
ド
ラ
イ
ブ
も

気
が
つ
け
ば
す
っ
か
り
夕
暮
れ
。
伝
統
や
史
跡

を
改
め
て
た
ど
っ
て
、
県
北
の
魅
力
を
た
く
さ

ん
再
発
見
で
き
た
充
実
し
た
一
日
に
な
っ
た
と

思
う
。

人気の自家製ケーキ（360円）と
ソーダファウンテン（400円）

質素倹約を旨とした当時の武士の生活が偲ばれる
旧渡辺邸

旭川に架かる神橋からは高瀬舟の発着場跡が眺められる

200年以上の風雪に耐え当時の姿を
今にとどめる（武家屋敷館）

ミツマタの皮を乾燥させ、ネリ材を加えた液の中を
すけたですくう。ハガキは一度で9枚作ることができる 小

鳥
の
声
を
B
G
M
に
、
周
辺
の
山
々
を
眺
め
な
が
ら
入
浴

で
き
る「
東
の
湯
露
天
風
呂
」

紙すきの原料となるミツマタには黄色や白の
小さな花が咲く

湯は神経痛、筋肉痛などに効果があるとされるアルカリ性
単純温泉。掛け流しを存分に楽しめる
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ク
ラ
ウ
ン
・
ポ
ル
テ
ド
ラ
イ
ブ
紀
行

国
道
4
2
9
号
を
北
へ
と
走
り
、旭
川
と
分
か

れ
た
通
谷
川
沿
い
を
さ
ら
に
北
へ
。
少
し
ず
つ

山
が
深
く
な
っ
て
い
き
新
緑
が
ま
ぶ
し
い
。
休

乢
ト
ン
ネ
ル
の
前
で
左
折
し
、
細
く
な
っ
た
道

を
ど
ん
ど
ん
上
る
。
今
日
は
小
回
り
が
き
く

「
ポ
ル
テ
」だ
か
ら
余
裕
で
ス
イ
ス
イ
。

次
代
に
伝
え
た
い
文
化
を
探
し
に

広
々
空
間
が
自
慢
の「
ポ
ル
テ
」で
颯
爽
と
出
か
け
よ
う
！

大
自
然
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

ゆ
っ
く
り
と
春
の
朝
ね
ぼ
う
を
楽
し
ん
だ
ら
、
気
分
も
新
た
に
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
よ
う
。

半
日
で
ま
わ
れ
る
県
北
の
お
す
す
め
2
コ
ー
ス
を
紹
介
。

し
ば
ら
く
走
る
と
、ぱ
っ
と
視
界
が
開
け
て「
ま

き
ば
の
館
」に
到
着
す
る
。
か
わ
い
い
動
物
が

放
牧
さ
れ
、の
ど
か
な
雰
囲
気
。
草
花
の
甘
い

香
り
が
、風
に
の
っ
て
た
だ
よ
っ
て
く
る
。
新
鮮

な
空
気
を
思
い
っ
き
り
吸
っ
て
、散
歩
し
て
い
る

と
、ど
ん
ど
ん
パ
ワ
ー
が
み
な
ぎ
っ
て
く
る
。ア

ス
レ
チ
ッ
ク
を
見
つ
け
、思
わ
ず
童
心
に
戻
っ
て

遊
ん
だ
ら
、
久
し
ぶ
り
に
汗
を
か
き
、
体
も
ぽ

か
ぽ
か
。

●
ま
き
ば
の
館

0
8
6
7-

27-

2
3
4
6
／
美
咲
町
北
2
2
7
2
／

8
時
30
分
〜
17
時（
レ
ス
ト
ラ
ン
は
10
時
〜
18
時
、

1
〜
3
月
は
11
時
〜
16
時
）／
無
休（
レ
ス
ト

ラ
ン
は
9
〜
4
月
の
月
曜
休
、
祝
日
の
場
合

は
翌
日
）／
入
園
無
料

カ
ル
チ
ャ
ー
コ
ー
ス

評
判
の
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ラ
ン
チ

前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
、イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト

ラ
ン
に
向
か
う
た
め
、国
道
1
8
1
号
に
出
て
、

津
山
方
面
へ
向
か
う
。
途
中
の「
道
の
駅
久
米

の
里
」で
突
如
巨
大
は
ガ
ン
ダ
ム
の
ロ
ボ
ッ
ト
が

目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
近
付
く
と
か
な
り
の

迫
力
。
記
念
に
写
真

を
一
枚
パ
チ
リ
。
近
未

来
に
は
こ
ん
な
ロ
ボ
ッ

ト
が
町
を
歩
く
の
も

夢
じ
ゃ
な
い
？
津
山

市
内
に
入
り
、県
道
3

9
4
号
を
走
っ
て
い
る

と
、中
国
自
動
車
道
の

手
前
に
オ
レ
ン
ジ
の
建

物
が
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な

原
子
力
開
発
の
原
点
を
学
ぶ

院
庄
ま
で
戻
っ
て
、国
道
1
7
9
号
へ
入
る
。奥

津
温
泉
を
通
り
過
ぎ
、鳥
取
県
と
の
境
に
、昭

和
30
年
に
ウ
ラ
ン
が
発
見
さ
れ
て
話
題
と
な
っ

た
人
形
峠
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
ウ
ラ
ン
や
原
子

力
発
電
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い

る「
人
形
峠
か
が
く
の
森
プ
ラ
ザ
」が
あ
る
。
プ

ラ
ザ
は「
ア
ト
ム
サ
イ
エ
ン
ス
館
」、「
人
形
峠
展

示
館
」と
2
0
0
4
年
3
月
に
完
成
し
た
宇
宙

観
測
を
行
う「
ス
ペ
ー
ス
ガ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
」と
三

つ
の
展
示
館
に
分
か
れ
て
い
る
。
パ
ネ
ル
や
模

型
を
使
っ
て
説
明
し
て
あ
る
の
で
、
見
て
い
る

だ
け
で
も
お
も
し
ろ
い
。

●
人
形
峠
か
が
く
の
森
プ
ラ
ザ

0
8
6
8-

44-

2
2
1
1

（
サ
イ
ク
ル
機
構
）／
鏡
野

町
上
斎
原
1
5
5
0
／

9
時
〜
16
時
／
年
末
年

始
休
／
入
館
無
料

最
後
は
く
つ
ろ
ぎ
の
温
泉
へ

し
っ
か
り
学
ん
だ
後
は
、
体
を
ほ
ぐ
し
た
い
。

と
い
う
こ
と
で
、さ
っ
き
山
道
を
上
が
っ
て
き
た

時
に
見
え
た
温
泉「
ク
ア
ガ
ー
デ
ン
こ
の
か
」へ

行
っ
て
み
る
。
豊
富
な
湯
を
使
っ
た
温
泉
に
は

ゆ
っ
た
り
と
し
た
露
天
風
呂
の
他
に
も
、水
着

で
入
れ
る
温
水
プ
ー
ル
が
あ
る
。
さ
ら
っ
と
し

た
湯
は
肌
に
や
さ
し
く
、体
を
癒
し
て
く
れ
る
。

●
ク
ア
ガ
ー
デ
ン
こ
の
か

0
8
6
8-

44-

2
2
8
1
／
鏡
野
町
上
齋
原
4
4

6-

1
／
10
時
〜
19
時
30
分
、
プ
ー
ル
は
平
日
13
時

〜
、
日
曜
、
祝
日
は
〜
17
時
30
分（
最
終
受
付
）／

第
2
木
曜
休
、
プ
ー
ル
は
毎
週
木
曜
休（
Ｇ
.
Ｗ
と

夏
休
み
期
間
は
無

休
）／
入
浴
料
6
0
0

円
、
プ
ー
ル
6
0
0
円

<コースＡ>
美
咲
町
か
ら
鏡
野
町
へ
。
緑
豊
か
な

ま
き
ば
で
高
原
レ
ジ
ャ
ー
を
満
喫
し

て
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い
原
子
力
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
紹
介
す
る
「
か
が
く
の

森
」で
最
先
端
の
技
術
を
学
ぼ
う
。

「
L
I
T
O
F
U
N
I
T
A
L
I
A
N
O
」が
見

え
て
く
る
。
車
を
降
り
る
と
、ピ
ッ
ツ
ア
の
焼
け

る
い
い
匂
い
が
食
欲
を
そ
そ
る
。
オ
ー
プ
ン
キ

ッ
チ
ン
に
は
薪
を
使
う
石
窯
が
あ
り
、本
格
的
。

早
速
、パ
ス
タ
か
ピ
ッ
ツ
ア
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
い
ち
ば
ん
人
気
の
Ｃ
ラ
ン
チ
を
オ
ー
ダ
ー
。二

人
な
ら
一
つ
ず
つ
選
ん
で
、
分
け
て
食
べ
る
の

も
い
い
か
も
。
デ
ザ
ー
ト
ま
で
付
い
て
い
て
大

満
足
。

●
道
の
駅
久
米
の
里

0
8
6
8-

57-

7
2
3
4
／
津
山
市
宮
尾
5
6
3

-

1
／
10
時
〜
18
時
／
第
1
月
曜
休（
祝
日
の
場
合

は
翌
日
）

●
L
I
T
O
F
U
N
I
T
A
L
I
A
N
O

0
8
6
8-

23-

9
6
6
6
／
津
山
市
小
原
81-

4
／

11
時
30
分
〜
22
時（
L
O
）／
第
1
･
3
火
曜
休

ま
き
ば
の
中
央
に
は
食
事
が
で
き
る
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
る

道
路
か
ら
も
見
え
る「
道
の
駅
久
米
の
里
」の

高
さ
7
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
と
い
う
Z
ガ
ン
ダ
ム

店
名
の『
L
I
T
O
F
U
N
』は

小
さ
な
泉
と
い
う
意
味

と
ろ
ー
り
と
と
ろ
け
る
チ
ー
ズ
が
食
欲
を

そ
そ
る
Ｃ
ラ
ン
チ（
1
3
8
0
円
）の

マ
ル
ゲ
リ
ー
タ

牧
場
で
は
馬
に
エ
サ
を
や
っ
た
り
ウ
サ
ギ
や

ヒ
ツ
ジ
と
遊
ん
だ
り
で
き
る

自
然
の
中
で
遊
ん
で
、お
い
し
い
も
の
を
食

べ
て
、
学
習
し
て
、
温
泉
に
つ
か
っ
て
、
五
感
を

フ
ル
に
活
用
さ
せ
た
半
日
は
あ
っ
と
い
う
間
。

今
日
は
心
も
体
も
と
っ
て
も
充
実
。

「
ア
ト
ム
サ
イ
エ
ン
ス
館
」の
展
示
場
。

日
本
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
な
っ
て
い
る
原
子
力
。
そ
の

重
要
性
を
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

実
際
に
見
て
実
感
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る

温
泉
は
本
格
的
な
露
天
風
呂

に
ジ
ャ
グ
ジ
ー
や
バ
イ
ブ
ラ
ー

な
ど
4
種
類
の
内
湯
が
あ
る
。

温
水
プ
ー
ル
も
併
設
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ク
ラ
ウ
ン
・
ポ
ル
テ
ド
ラ
イ
ブ
紀
行

奈
義
で
化
石
を
発
掘
！
？

珍
し
い
美
作
牛
を
食
べ
る

し
た
個
室
に
な
っ
て
い
て
、
落
ち
着
い
て
食
事

が
で
き
る
の
が
嬉
し
い
。
オ
ー
ダ
ー
は
お
店
一

押
し
の「
元
祖
も
う
も
う
鍋
」に
決
定
。
出
て

き
て
び
っ
く
り
！
鍋
に
は
、
ぎ
っ
し
り
と
敷
か

れ
た
肉
の
下
に
、
ど
っ
さ
り
と
モ
ヤ
シ
が
隠
れ

て
小
山
に
な
っ
て
い
る
。
焼
く
と
少
し
ボ
リ
ュ

ー
ム
ダ
ウ
ン
す
る
が
、
そ
れ
で
も
か
な
り
の
量

だ
。
け
れ
ど
も
、モ
ヤ
シ
の
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し

た
食
感
と
肉
の
や
わ
ら
か
さ
が
絶
妙
で
、ペ
ロ

リ
と
食
べ
ら
れ
る
。

●
鎮
守
の
森
も
う
も
う
工
房
レ
ス
ト
ラ
ン

0
8
6
8-
72-
7
2
7
2
／
美
作
市
豊
国
原
1
8
2

／
11
時
〜
14
時
、
17
時
〜
20
時（
L
O
）（
土
･
日

曜
は
11
時
〜
20
時
）／
無
休

奈
義
町
の
柿
地
区
に
は
1
6
0
0
万
年
前
の

地
層
が
残
り
、今
で
も
化
石
が
発
見
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
地
層
と
化
石
を
展
示
し
た
の
が
こ
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。
珍
し
い
化
石
が
展
示
し
て
あ
る

他
、
敷
地
内
に
は
自
分
で
掘
っ
て
、
化
石
探
し

が
で
き
る
場
所
が
あ
る
。
館
内
を
見
学
し
た

後
、
さ
っ
そ
く
化
石
探
し
に
挑
戦
。
し
ば
ら
く

掘
っ
て
い
る
と
…「
あ
っ
！
！
」ビ
カ
リ
ア
ら
し

き
化
石
を
発
見
。
出
て
き
た
化
石
は
、博
物
館

帰
り
は
夕
暮
れ
の
町
を
眺
め
な
が
ら
、ゆ
っ
く

り
走
ろ
う
。「
ポ
ル
テ
」に
は
、
プ
ラ
ズ
マ
ク
ラ
ス

タ
ー
エ
ア
コ
ン
が
付
い
て
い
て
、
除
菌
効
果
の
あ

る
イ
オ
ン
を
放
出
し
、
車
内
の
イ
オ
ン
バ
ラ
ン

ス
を
整
え
て
く
れ
る
か
ら
、行
楽
帰
り
の
渋
滞

に
遭
っ
て
も
気
分
は
快
適
だ
ね
。

国
道
53
号
を
那
岐
山
の
雄
峰
を
眺
め
な
が
ら

奈
義
町
へ「
ポ
ル
テ
」で
ド
ラ
イ
ブ
。
奈
義
町
役

場
か
ら
県
道
51
号
に
入
り
、
目
指
す
は「
な
ぎ

ビ
カ
リ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」だ
。

森
の
な
か
に
あ
る
素
朴
な
遊
園
地

お
昼
ご
飯
の
後
は
、美
作
I
C
か
ら
中
国
自
動

車
道
に
乗
り
、2
0
0
5
年
3
月
に
開
設
さ
れ

た
ば
か
り
の
作
東
I
C
で
下
り
て「
冒
険
の
森
」

へ
出
発
。
作
東
I
C
を
下
り
た
後
は
、西
に
10

分
ほ
ど
走
る
と
到
着
だ
。
公
園
の
メ
イ
ン
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
は
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
コ
ー
ス
タ
ー
。
3

2
5
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
の
す
べ
り
台
を
カ
ー
ト

に
の
っ
て
滑
り
降
り
る
乗
り
物
だ
。
微
妙
な
ア

ナ
ロ
グ
さ
が
迫
力
を
生
み
、大
人
で
も
十
分
楽

カ
ル
チ
ャ
ー
コ
ー
ス

<コースB>
奈
義
か
ら
美
作
へ
。
土
・
日
曜
に
ド

ラ
イ
ブ
に
出
か
け
る
な
ら
、
遥
か
昔

の
化
石
を
集
め
た
博
物
館
を
見
て
、

週
末
と
祝
日
だ
け
開
い
て
い
る
「
冒

険
の
森
」へ
行
っ
て
み
よ
う
。
新
し
く

完
成
し
た
作
東
IC
を
上
手
く
使
え
ば

移
動
も
ス
ム
ー
ズ
。

の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
が
鑑
定
し
て
く
れ
る
。ド
キ
ド

キ
の
結
果
は
、先
端
の
部
分
が
欠
け
て
い
た
け

れ
ど
、
本
物
の
ビ
カ
リ
ア
！
発
見
し
た
化
石

は
持
っ
て
帰
れ
る
の
で
、い
い
記
念
に
な
る
。

●
な
ぎ
ビ
カ
リ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

0
8
6
8-

36-

3
9
7
7
／
奈
義

町
柿
1
8
7
5
／

9
時
〜
17
時
／
月

曜
、
祝
日
の
翌
日

年
末
年
始
休
／

入
館
料
3
0
0
円

化石が発見された当時の地層をそのまま生かし展示している

化
石
探
し
は
1
時
間
じ
っ
く
り
さ
が
し
て
2
0
0
円

自
家
製
の
白
み
そ
を
使
っ
た
タ
レ
を
か
け
て
焼
く

「
元
祖
も
う
も
う
鍋
」（
1
8
9
0
円
）

た
く
さ
ん
遊
ん
だ
後
は
、も
り
も
り
お
昼
ご
飯

を
た
べ
た
い
。
美
作
I
C
近
く
の「
鎮
守
の
森
も

う
も
う
工
房
」は
美
作
牛
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
る
レ
ス
ト
ラ
ン
。
店
内
は
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立

し
め
る
。
山
の
斜
面
を
利
用
し
た
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
や
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
は
小
さ
な
子
供
に
大
人

気
。
遊
歩
道
の
あ
ち
こ
ち
に
動
物
の
リ
ア
ル
な

像
が
隠
れ
て
い
る
の
を
探
す
の
も
な
か
な
か
楽

し
い
。

●
冒
険
の
森

0
8
6
8-

75-

2
5
9
5（
開
園
時
間
外
は
0
8
6
8

-
75-
1
1
1
1
美
作
市
作
東
総
合
支
所
業
務
1
課

観
光
係
へ
）／
美
作
市
江
見
8
3
3
／
10
時
〜
18

時（
4
・
9
月
は
〜
17
時
、
10
・
11
月
は
〜
16
時
）／

4
月
〜
11
月
の
土
･
日
曜
、
祝
日
の
み
営
業（
8

月
は
月
曜
の
み
休
）／
入
園
料
3
0
0
円

独立した34の個室はそれぞれ6～8名まで利用できる。
40名まで入れるパーティールームもある

園内にはイベント広場があり、野外コンサートなどが
開催されていることもある

美
作
IC
か
ら
作
東
IC
ま
で
は
8
・
2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

お
よ
そ
6
分
の
道
の
り
だ

ビ
カ
リ
ア
は
ウ
ミ
ニ
ナ
の
仲
間
で
、

す
で
に
絶
滅
し
た
巻
貝
で
す
。

施
設
の
周
辺
で
は
6

月
か
ら
7
月
頃
に
は

ホ
タ
ル
が
舞
う
姿
が
見

ら
れ
る


